“意見の対立”を互いの成長に活かす_03
　　　　　　山下慶三（臨床検査科）　　　　　　2022年10月13日
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提案：職場で“意見が対立”する機会は逃さず（本気で）、その都度 相手の成長を優先しながら（安全して）、相手の価値観に耳を傾け（習慣にし）ましょう（情報１参照）
提案の根拠：職場で“意見が対立”しても落ち着いて対立を棚あげできれば、互いの価値観により良く耳を傾け合え、対話の目的に照らしてより良い合意を探れます。
根拠を支持する情報：
· 情報１
· 「意見の対立を互いの成長に活かす」提案書（ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ版）

[image: image10.emf]他己評価

部局の管理職者の

対話 ｽｷﾙ

5

部局の全ての管理職者は

部下の意見の対立を許容し

互いの価値観に耳を傾けるよう

部下を促している

4

部局の一部の管理職者は

部局員間の意見の対立を許容し

互いの価値観に耳を傾けるよう

部下を促している

3

部局の全ての管理職者は

誰もが意見の対立を受容れ

相手の価値観に耳を傾けている

2

部局の一部の管理職者は

意見の対立を受容れ

相手の価値観に耳を傾けている

1

意見の対立を受容れ

相手の価値観に耳を傾けている

管理職者はいない

職場の心理的安全性

部局の管理職者全体を、一般職員が評価する


· 情報2
· 「相互にフィードバックしつつ自他の人格発達と資質・能力の成長に努める」：理想の職員像における「自らを高める姿勢」です
· “意見の対立”を棚あげする「対話」は、その具体的方法です
· 情報3
· “意見の対立”を棚あげして「対話」を繰り返すことで、他者の立場に立って考えたり感じたりする能力（役割取得能力、と言います）は高まり、互いの心の発達を促せます（関連情報１～５）
関連する情報（補足）：
· 関連情報１
· 「利己的段階」の皆さんに心掛けて欲しいこと
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· 関連情報２
· 「他者依存段階」の皆さんに心掛けて欲しいこと
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· 関連情報３
· 「自己主導段階」の皆さんに心掛けて欲しいこと
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· 関連情報４

· ｢意見の対立を互いの成長に活かす｣手順

[image: image5.emf]「意見の対立を互い の成長に活かす」手順


· 関連情報５
· 部局の心理的安全性を管理職者の対話ｽｷﾙで推し量る
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2

部局の一部の管理職者は

意見の対立を受容れ

相手の価値観に耳を傾けている
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意見の対立を受容れ
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「他者依存段階」の皆さんに心掛けて欲しいこと_03

臨床検査科　山下慶三　　　　　　2022年10月13日



依頼：心の発達段階が「他者依存段階」でおいでの皆さん：他者の気持ちや考えを考慮しつつも、それらに飲まれずに“自分の気持ちや考え（自分自身の理念）”も尊重してください！

· 「心の発達段階の特徴づけること（資料１）」」を使い、御自分の「心の発達段階」がどのあたりか、探ってみてください

依頼の根拠：「他者依存段階」の皆さんは“自分の気持ちや意見（自分自身の理念）”を持っていることにも気付いておいで（資料２）

· （自分自身の理念）を言葉にして他者と共有することで、より早く「自己主導段階」へと変わっていけます（資料２）！

根拠を支持する情報： 

· 情報１

· 「他者依存段階」の人たちの割合は、成人の約6割です

· 情報2 

· 「他者依存段階」の皆さんは、自分の主張を押し通すより、他者の気持ちや意見を尊重します


· 状況によっては、優柔不断に見えることさえあります

· 情報3

· というのも、「他者依存段階」の皆さんの主な関心は、他者の気持ちや考えをきちんと認知・尊重し、嫌われることを避けることだからです

· 情報4

· ところが他者の気持ちや考えを尊重するあまり、“自分の気持ちや意見（自分自身の理念）”を言葉にするのを二の次にしがちです

· 「他者依存段階」の皆さんにとって、他者とは“自分自身のｲﾒｰｼﾞ”の形成を助けてくれる友人だからです

· 情報5

· （自分自身の理念）を言葉にするたびに、他者の立場に立って考えたり感じたりする能力（役割取得能力、と言います）は一段と高まります

関連する情報：

· 関連情報１

· なぜ人と組織は変われないのか

· ﾛﾊﾞｰﾄ・ｷｰｶﾞﾝ 著


· 関連情報２

· 成人発達理論による自己成長のﾌﾟﾛｾｽ：ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟに出会う瞬間

· 有冬典子著
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資料１

資料２．　
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意見の対立を
互いの成長に活かす





意見の対立
を活かせれば

気後れをなくせ



職場にワクワクが生まれ







人間関係が豊かになり



ハラスメントを減らせ



モンスターを生まない
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意見の対立を
放置したくなる理由 ①
気後れするから

相手を傷つけたくない！

意見の違いを活かす知恵を身に付けよう

3

面倒は起こしたくない！
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意見の対立を
放置したくなる理由 ②
自分の死角だから

貴方が価値を置いていること

見たいと思うこと

意見の違いを活かす知恵を身に付けよう

4

貴方が価値を置いていないこと

見たいと思っていないこと









4



健全にぶつかろう！



対立しっぱなし

にしない

意見を書き出す



第３者に参画してもらう
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6

年齢

能力レベル



相手の成長を

優先する機会を

逃さない場合





意見の違いを

放置した場合

｢能力の成長（加藤洋平著）｣より改変

能力を互いに

高め合える
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理想の職員像 にも

意見の違いを活かす知恵を身に付けよう
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第1条：話し合いをするときの態度



お互いの心が和らいで協力することが貴いのであって、むやみに反抗することのないようにせよ。それが根本的態度でなければならない。



ところが人にはそれぞれ党派心があり、大局を見通しているものは少ない。だから主君や父に従わず、あるいは近隣の人々と争いを起こすようになる。



しかしながら、人々が上も下も和らぎ睦まじく話し合いができるならば、事柄はおのずから道理にかない、何事も成し遂げられない事は無い。

8

17条の憲法 にも





両親には、孝養を尽くし



兄弟姉妹は、仲良くし



夫婦は、心を合わせて仲睦まじくし



友人とは、信じ合える関係となり



さらに自己に対しては

慎ましやかな態度と謙虚な心構えを維持し



多くの人々に対しては、

広い愛の心をもとう

9

教育勅語 にも







意見の対立を
活かす知恵
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習慣に

意見の対立は棚上げる

相手の価値観に

耳を傾ける





本気で

誰もが職場で成長する

成長の機会は逃さない



安心して

職種・職位・年齢を超える

相手の成長を

優先する







11



互いの価値観に
耳を傾ける

12

合意案

相手の

価値観

私の

価値観

対話の目的





意見の違いを活かす知恵を身に付けよう

13

先ずは

自分の価値観を

言葉にする訓練を

積もう
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意見の違いを活かす知恵を身に付けよう

14

意見

感情

経験

価値観

認知の４点セット
を言語化する訓練

リフレクション

と言います

2022年度から
院内研修を始めます





2022年度
研修講師

熊平美香氏

21世紀学び研究所
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林田みか氏

PDS総合研究所



意見の違いを活かす知恵を身に付けよう
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０4. 人本来の育ちの可能性を考える上で、私たちが大切に思ったこと【「人の育ち」観】-P59









































自律的に学び続ける

リフレクションの力を育む

複雑・相互依存の時代に、幸せに生きるために先例のな い複雑な問題に対処する力を誰もが習得する必要があり ます。これは同時に、持続可能な成長と民主的な社会の 維持を可能にするために必要な力でもあります。

前述の通り、OECD（経済協力開発機構）は 2003 年 に、教育方針キーコンピテンシーを定めました。この キーコンピテンシーの前提となる２つの力があります。 1 つは「自ら工夫・創造する力」、そしてもう 1 つは「リ フレクション（内省）の力」です。リクレクションは OECD のキーコンピテンシーの核心とも言えます。

リフレクションとは、状況に直面した時に慣習的なやり 方や方法を規定どおりに適用する能力だけでなく、変化 に応じて、経験から学び、批判的なスタンスで考え動く 能力のことです。

前例のない時代に、期待される結果を実現するためには、 自らを省みる思考と行動が鍵を握るのではないでしょう か。

オランダでは４歳の子どもがリフレクションを実施

・過去３ヶ月を振り返り、最も誇りに思うワークは何か？

・なぜ、そのワークを誇りに思うのか？

・一番苦労したことは何か？

・次に同様のワークに取り組む時には、何を変えるのか？

Category １

相互作用的に道具を用いる

・言語、シンボル、テクストを相互作用的に用いる能力

・知識や情報を相互作用的に用いる能力

・技術を相互作用的に用いる能力

Category 2

異質な集団で交流する

・他人といい関係を作る能力

・協力する能力

・争いを処理し、解決する能力

OECD のキーコンピテンシー



Category 3

自律的に活動する

・大きな展望の中で活動する能力

・人生計画や個人的プログラムを設計し実行する能力

・自らの権利、利害、限界やニーズを表明する能力



自ら工夫・創造する力

リフレクションの力

OECDは

リフレクションを

要のコンピテンシーと

位置づける（2003年）

オランダでは

４歳から

リフレクションを練習

意見の違いを活かす知恵を身に付けよう

16
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職場を学び舎に
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「意見の違いを互いの成長に活かす」
提案に係るアンケート結果

2022年3月11日

臨床検査科

山下慶三





所属局を教えてください

回答者の所属　　提案への評価

回答者数：26名

アンケート結果

19





この提案に対する貴方の評価は？



価値はとても高い	価値は高い	価値は低い	判らない	6	15	3	2	



診療局	看護局	技術局	事務局	その他	4	10	11	0	1	

アンケート結果
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「価値は（とても）高い」と評価する

根拠に近いものを選んでください

その他	「理想の職員像」を実践する機会が増えそうだ	職場でのハラスメント事例を減らせそうだ	フィードバックする“気後れ”を減らせそうだ	より良く成長できそうだ	職場はワクワクする場に変わるだろう	互いの真意をより良く理解できるだろう	0	7	10	8	12	6	15	「価値は低い」と評価する

根拠に近いものを選んでください

その他	（職種・職位・年齢）の壁（＝気後れ）は克服できるものではない	互いの真意はつかめるとは思わない	職場で実践できるとは思わない	1	3	2	1	コメントと返信

自身の成長につなげられる良い機会です



キーワードはエンパシー







実践するための時間やスキルをどうやって手に入れるか？　



そうと判断いただき、勇気が湧きます



「良かれ」と願う相手の気持ちに共感する、、、そうなれば嬉しいですね！



「意見」とそれに係る「経験、感情、価値観」を言語化することを”リフレクション”と言います。教育研修センターでは、外部講師がリードする「リフレクション研修」を2022年度研修の一つとして予算申請しています。

回答者のコメント

山下の返信



アンケート結果
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2022年度
研修講師

熊平美香氏

21世紀学び研究所
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林田みか氏

PDS総合研究所



アンケート結果
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人間性の尊重


人の（意見・経験・感情・価値観）が多様であることを認


知・受容しつつ、全ての人の人権を擁護する


利他的な態度


自分の都合より、他者の苦痛・不安の軽減と福利向上を優先


する


自らを高める姿勢


自分と同僚の言動を振り返り、相互にフィードバックしつ


つ自他の人格発達と資質・能力の成長に努める


社会的使命と


公衆衛生への寄与


病院・組織の社会的使命を果たすことを介して、地域の医療


と介護、公衆衛生の質向上に貢献する




Microsoft_Excel_97-2003_______1.xls

基本的価値観


			


						基本的価値観 キホンテキカチカン			内生化すべき価値観 ナイセイカカチカンイチショクイン


						人間性の尊重 ニンゲンセイソンチョウ			人の（意見・経験・感情・価値観）が多様であることを認知・受容しつつ、全ての人の人権を擁護する ヒトイケンケイケンカンジョウカチカンタヨウニンチジュヨウスベヒトジンケンヨウゴ


						利他的な態度 リタテキタイド			自分の都合より、他者の苦痛・不安の軽減と福利向上を優先する フクリコウジョウ


						自らを高める姿勢 ミズカタカシセイ			自分と同僚の言動を振り返り、相互にフィードバックしつつ自他の人格発達と資質・能力の成長に努める ジブンドウリョウゲンドウフカエソウゴジタジンカクハッタツシシツノウリョクセイチョウツト


						社会的使命と
公衆衛生への寄与 シャカイテキシメイコウシュウエイセイキヨ			病院・組織の社会的使命を果たすことを介して、地域の医療と介護、公衆衛生の質向上に貢献する ビョウインソシキシャカイテキシメイハカイチイキイリョウカイゴシツコウケン





&C理想の職員像評価票　仲川案　1004


ssiuser:
（意見・経験・感情・価値観）とすることにより、この項目をリフレクションの｢認知の4点セット｣と繋げます。
｢人権を擁護する｣こととして、この項目を”ジュネーブ宣言”に繋げます


ssiuser:
高める対象を人格と位置づけることで、全職員が各の人格の発達に寄与する発達指向型組織となることを目指せます


ssiuser:
病院・組織が各の社会的使命をきちんと言語化することにより、病院・組織はその｢固有の目的｣を特定・明言し、全職員がそれを共有できます





資質・能力


			


						資質・能力 シシツノウリョク			どんな状況で、どんな目的に、どんな知識を、どう活かすか？ モクテキイ


						病院職員
としての倫理性 ビョウインショクインリンリセイ			人間の尊厳を守り、生命の不可侵性を尊重する。 ニンゲンソンゲンマモセイメイフカシンセイソンチョウ


									患者のプライバシーを擁護し、守秘義務を果たす。 カンジャヨウゴシュヒギムハ


									利益相反（＝個人的利益が、職責上守るべき組織の利益とぶつかり合うこと）を認識し、管理方針に準拠して対処する。 リエキソウハンコジンテキリエキショクセキジョウマモソシキリエキアニンシキカンリホウシンジュンキョタイショ


									診療、研究、教育、事務の透明性を確保し、不法行為の防止に努める。 シンリョウケンキュウキョウイクジムトウメイセイカクホフホウコウイボウシツト


						コミュニケーション能力 ノウリョク			適切な言葉遣い、礼儀正しい態度、きちんとした身だしなみで、全ての人と接する。 テキセツコトバヅカレイギタダタイドミスベヒトセッ


									意見の相違は棚上げして、互いの感情と価値観に共感し、目的に照らしてより良い合意を探索できる（＝対話できる）。 イケンソウイタナアタガカンジョウカチカンキョウカンモクテキテヨゴウイタンサクタイワ


									話し相手のニーズを、身体・心理・社会的な側面から把握する。 ハナアイテハアク


									相手にとって有益な情報を収集・提供し、相手が主体的に判断できるように支援する アイテユウエキジョウホウシュウシュウテイキョウアイテシュタイテキハンダンシエン


						診療・業務の
質と安全の管理 シンリョウギョウムシツアンゼンカンリ			診療・業務の質と安全の重要性を理解し、それらの評価・改善に努める。 シンリョウギョウムシツアンゼンジュウヨウセイリカイヒョウカカイゼンツト


									診療や業務の不具合発生の予防と事後対応を行う。 シンリョウギョウムフグアイハッセイヨボウジゴタイオウオコナ


									医療従事者の健康管理（予防接種や針刺し事故への対応を含む）を理解し、自らの健康管理に努める。 イリョウジュウジシャケンコウカンリヨボウセッシュハリサジコタイオウフクリカイミズカケンコウカンリツト


						専門知識と
問題対応能力 センモンチシキモンダイタイオウノウリョク			最新の専門知識を獲得し、自らが直面する問題に対して、専門知識を根拠に経験を加味して解決を図る。 サイシンセンモンチシキカクトクミズカチョクメンモンダイタイセンモンチシキコンキョケイケンカミカイケツハカ


						専門技能と
他者への対応 センモンギノウタシャタイオウ			専門技能を磨き、他者の苦痛や不安、考え・意向に配慮した対応を行う。 センモンギノウミガタシャクツウフアンカンガイコウハイリョタイオウオコナ


						生涯にわたって
ともに学ぶ姿勢 ショウガイマナシセイ			自らの言動および業務内容を内省し、常に資質・能力の向上に努める。 ナイセイ


									職場仲間との対話と相互フィードバックを介して、後進を含む自他の成長を促す ショクバナカマタイワソウゴカイコウシンフクジタセイチョウウナガ


									国内外の政策と地域医療に係る動向を踏まえ、経営方針を改良し続ける チイキカカフケイエイホウシンカイリョウツヅ


						科学的探求 カガクテキタンキュウ			診療・事務・経営における仮説の立論とその検証法を習得し、診療・事務・経営の発展に寄与する。 シンリョウジムケイエイカセツリツロンケンショウシュウトクシンリョウジムケイエイハッテンキヨ


						社会における
医療の実践 シャカイイリョウジッセン			保健医療に関する法規・制度の目的と仕組みを理解する。 ホケンイリョウカンホウキセイドモクテキシクリカイ


									医療費の患者負担に配慮しつつ、健康保険、公費負担医療を適切に活用する。 イリョウヒカンジャフタンハイリョケンコウホケンコウヒフタンイリョウテキセツカツヨウ


									地域の健康問題やニーズを把握し、必要な対策を提案する。 チイキケンコウモンダイハアクヒツヨウタイサクテイアン


									予防医療・保健・健康増進に努める。 ヨボウイリョウホケンケンコウゾウシンツト


									地域包括ケアシステムを理解し、その推進に貢献する。 チイキホウカツリカイスイシンコウケン


									災害や感染症パンデミックなどの非日常的な医療需要に備える。 サイガイカンセンショウヒニチジョウテキイリョウジュヨウソナ


						チーム医療の
実践 イリョウジッセン			医療を提供する組織やチームの目的、チームの各構成員の役割を理解する。 イリョウテイキョウソシキモクテキカクコウセイインヤクワリリカイ


									チームの構成員と情報を共有し、連携を図る。 コウセイインジョウホウキョウユウレンケイハカ
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意見の対立を
互いの成長に活かす



対立は棚上げて、価値観に耳を傾ける







意見が対立したら

相手に

ｶｰﾄﾞを見せて













2





自らを高める姿勢
「理想の職員像」

3









意見の対立を活かす

対立の棚上げ





価値観と目的の書き出し





合意探索







4





自分の都合より

相手の成長を

優先する

機会は逃さない







対立の棚上げ



価値観と目的の書き出し



より良い意見、合意案

意見を書き出す

5





書式①に記載･共有





価値観を書き出す（認知の４点セット）

価値観に耳を傾ける（対話）書式
ﾄﾋﾟｯｸのﾀｲﾄﾙ（提案者名）

		提案者の
価値観		 ● 提案者が大切にしている価値観は何ですか？

		意見		

		相手の
価値観		 ● 相手が大切にしている価値観は何ですか？

		経験		

		対話の
目的		 ● 二人の「対話の目的」は何ですか？
　提案者の「対話の目的」



		感情		　
　相手の「対話の目的」

		より良い
意見
・
合意案		 ● より良い意見は何でしょう？　二人の合意案は何でしょう？

		価値観		



6

「基本的価値観（理想の職員像）」を思い浮かべましょう！

職員の「人間性を尊重」すること

「相手（患者・職員・社会）の期待に応える」こと

「自らを高める姿勢」

「社会的使命と公衆衛生に寄与する」こと

「生涯にわたって共に学ぶ姿勢」

「気後れを職場から追い出す」こと

その他に？ 

「病院目標　戦略 ﾏｯﾌﾟ（次ｽﾗｲﾄﾞ）」を思い浮かべましょう！

TQM と問題解決（働きやすい病院）

職員の心の発達を促す

科学的探求

地域医療への貢献（地域医療支援病院）

無駄の低減（健全経営）

生産性・収益の増大（健全経営）

その他に？









価値観を書き出す

違いを乗り越え、フィードバックし合う

7

相手の

価値観

私の

価値観





目的を書き出す

違いを乗り越え、フィードバックし合う

8

相手の

価値観

私の

価値観

対話の目的





合意案を探る

9

合意案

相手の

価値観

私の

価値観

対話の目的





のっぴきならない
対立の場合は、

「ﾊﾗｽﾒﾝﾄ相談員」の助けを乞う

違いを乗り越え、フィードバックし合う

10





11

相手の

価値観

私の

価値観

対話の目的

ﾊﾗｽﾒﾝﾄ

相談員



委員会

助けを乞う

対立
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職場を学び舎に







12
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人間性の尊重


人の（意見・経験・感情・価値観）が多様であることを認


知・受容しつつ、全ての人の人権を擁護する


利他的な態度


自分の都合より、他者の苦痛・不安の軽減と福利向上を優先


する


自らを高める姿勢


自分と同僚の言動を振り返り、相互にフィードバックしつ


つ自他の人格発達と資質・能力の成長に努める


社会的使命と


公衆衛生への寄与


病院・組織の社会的使命を果たすことを介して、地域の医療


と介護、公衆衛生の質向上に貢献する
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基本的価値観


			


						基本的価値観 キホンテキカチカン			内生化すべき価値観 ナイセイカカチカンイチショクイン


						人間性の尊重 ニンゲンセイソンチョウ			人の（意見・経験・感情・価値観）が多様であることを認知・受容しつつ、全ての人の人権を擁護する ヒトイケンケイケンカンジョウカチカンタヨウニンチジュヨウスベヒトジンケンヨウゴ


						利他的な態度 リタテキタイド			自分の都合より、他者の苦痛・不安の軽減と福利向上を優先する フクリコウジョウ


						自らを高める姿勢 ミズカタカシセイ			自分と同僚の言動を振り返り、相互にフィードバックしつつ自他の人格発達と資質・能力の成長に努める ジブンドウリョウゲンドウフカエソウゴジタジンカクハッタツシシツノウリョクセイチョウツト


						社会的使命と
公衆衛生への寄与 シャカイテキシメイコウシュウエイセイキヨ			病院・組織の社会的使命を果たすことを介して、地域の医療と介護、公衆衛生の質向上に貢献する ビョウインソシキシャカイテキシメイハカイチイキイリョウカイゴシツコウケン





&C理想の職員像評価票　仲川案　1004


ssiuser:
（意見・経験・感情・価値観）とすることにより、この項目をリフレクションの｢認知の4点セット｣と繋げます。
｢人権を擁護する｣こととして、この項目を”ジュネーブ宣言”に繋げます


ssiuser:
高める対象を人格と位置づけることで、全職員が各の人格の発達に寄与する発達指向型組織となることを目指せます


ssiuser:
病院・組織が各の社会的使命をきちんと言語化することにより、病院・組織はその｢固有の目的｣を特定・明言し、全職員がそれを共有できます





資質・能力


			


						資質・能力 シシツノウリョク			どんな状況で、どんな目的に、どんな知識を、どう活かすか？ モクテキイ


						病院職員
としての倫理性 ビョウインショクインリンリセイ			人間の尊厳を守り、生命の不可侵性を尊重する。 ニンゲンソンゲンマモセイメイフカシンセイソンチョウ


									患者のプライバシーを擁護し、守秘義務を果たす。 カンジャヨウゴシュヒギムハ


									利益相反（＝個人的利益が、職責上守るべき組織の利益とぶつかり合うこと）を認識し、管理方針に準拠して対処する。 リエキソウハンコジンテキリエキショクセキジョウマモソシキリエキアニンシキカンリホウシンジュンキョタイショ


									診療、研究、教育、事務の透明性を確保し、不法行為の防止に努める。 シンリョウケンキュウキョウイクジムトウメイセイカクホフホウコウイボウシツト


						コミュニケーション能力 ノウリョク			適切な言葉遣い、礼儀正しい態度、きちんとした身だしなみで、全ての人と接する。 テキセツコトバヅカレイギタダタイドミスベヒトセッ


									意見の相違は棚上げして、互いの感情と価値観に共感し、目的に照らしてより良い合意を探索できる（＝対話できる）。 イケンソウイタナアタガカンジョウカチカンキョウカンモクテキテヨゴウイタンサクタイワ


									話し相手のニーズを、身体・心理・社会的な側面から把握する。 ハナアイテハアク


									相手にとって有益な情報を収集・提供し、相手が主体的に判断できるように支援する アイテユウエキジョウホウシュウシュウテイキョウアイテシュタイテキハンダンシエン


						診療・業務の
質と安全の管理 シンリョウギョウムシツアンゼンカンリ			診療・業務の質と安全の重要性を理解し、それらの評価・改善に努める。 シンリョウギョウムシツアンゼンジュウヨウセイリカイヒョウカカイゼンツト


									診療や業務の不具合発生の予防と事後対応を行う。 シンリョウギョウムフグアイハッセイヨボウジゴタイオウオコナ


									医療従事者の健康管理（予防接種や針刺し事故への対応を含む）を理解し、自らの健康管理に努める。 イリョウジュウジシャケンコウカンリヨボウセッシュハリサジコタイオウフクリカイミズカケンコウカンリツト


						専門知識と
問題対応能力 センモンチシキモンダイタイオウノウリョク			最新の専門知識を獲得し、自らが直面する問題に対して、専門知識を根拠に経験を加味して解決を図る。 サイシンセンモンチシキカクトクミズカチョクメンモンダイタイセンモンチシキコンキョケイケンカミカイケツハカ


						専門技能と
他者への対応 センモンギノウタシャタイオウ			専門技能を磨き、他者の苦痛や不安、考え・意向に配慮した対応を行う。 センモンギノウミガタシャクツウフアンカンガイコウハイリョタイオウオコナ


						生涯にわたって
ともに学ぶ姿勢 ショウガイマナシセイ			自らの言動および業務内容を内省し、常に資質・能力の向上に努める。 ナイセイ


									職場仲間との対話と相互フィードバックを介して、後進を含む自他の成長を促す ショクバナカマタイワソウゴカイコウシンフクジタセイチョウウナガ


									国内外の政策と地域医療に係る動向を踏まえ、経営方針を改良し続ける チイキカカフケイエイホウシンカイリョウツヅ


						科学的探求 カガクテキタンキュウ			診療・事務・経営における仮説の立論とその検証法を習得し、診療・事務・経営の発展に寄与する。 シンリョウジムケイエイカセツリツロンケンショウシュウトクシンリョウジムケイエイハッテンキヨ


						社会における
医療の実践 シャカイイリョウジッセン			保健医療に関する法規・制度の目的と仕組みを理解する。 ホケンイリョウカンホウキセイドモクテキシクリカイ


									医療費の患者負担に配慮しつつ、健康保険、公費負担医療を適切に活用する。 イリョウヒカンジャフタンハイリョケンコウホケンコウヒフタンイリョウテキセツカツヨウ


									地域の健康問題やニーズを把握し、必要な対策を提案する。 チイキケンコウモンダイハアクヒツヨウタイサクテイアン


									予防医療・保健・健康増進に努める。 ヨボウイリョウホケンケンコウゾウシンツト


									地域包括ケアシステムを理解し、その推進に貢献する。 チイキホウカツリカイスイシンコウケン


									災害や感染症パンデミックなどの非日常的な医療需要に備える。 サイガイカンセンショウヒニチジョウテキイリョウジュヨウソナ


						チーム医療の
実践 イリョウジッセン			医療を提供する組織やチームの目的、チームの各構成員の役割を理解する。 イリョウテイキョウソシキモクテキカクコウセイインヤクワリリカイ


									チームの構成員と情報を共有し、連携を図る。 コウセイインジョウホウキョウユウレンケイハカ
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自己評価編

		

				自己評価		部局の管理職者の
対話 ｽｷﾙ

				5		部局の全ての管理職者は
部下の意見の対立を許容し
互いの価値観に耳を傾けるよう
部下を促している

				4		部局の一部の管理職者は
部局員間の意見の対立を許容し
互いの価値観に耳を傾けるよう
部下を促している

				3		部局の全ての管理職者は
誰もが意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている

				2		部局の一部の管理職者は
意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている

				1		意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている
管理職者はいない





他己評価編

		

				他己評価		部局の管理職者の
対話 ｽｷﾙ

				5		部局の全ての管理職者は
部下の意見の対立を許容し
互いの価値観に耳を傾けるよう
部下を促している

				4		部局の一部の管理職者は
部局員間の意見の対立を許容し
互いの価値観に耳を傾けるよう
部下を促している

				3		部局の全ての管理職者は
誰もが意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている

				2		部局の一部の管理職者は
意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている

				1		意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている
管理職者はいない





対策一覧

		

				心理的安全性を確保する対策一覧_山下案_20220805																担当
分担案
コード		執行部

				理想の職員像				心の発達
を促す
５要因		ID
プロセス名		具体的提言		機能		プロセスの目的						教育研修ｾﾝﾀｰ

				基本的
価値観		資質
能力																衛生委員会

				人間性の尊重

利他的な態度

自らを
高める姿勢		ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力

生涯に
わたって
共に学ぶ		⑤				「ﾃﾞﾐﾝｸﾞの経営哲学」を修得・実践		優良な組織文化
の共有		ｼｽﾃﾑと協力の概念
を修得し、
「利他的な態度」を
全職員の
基本的価値観とする

												「顧客の期待に応えることを最優先する（＝ The needs of the customer come first）」を当院の 基本的価値観 とする

								②＆③				ﾊﾗｽﾒﾝﾄの起きるﾒｶﾆｽﾞﾑを理解する		背景情報
の共有		職場でのﾊﾗｽﾒﾝﾄは
不可避と覚悟する

												水平方向の心の多様性および垂直方向の心の発達段階に係る基本的知識を修得する				水平方向と垂直方向の
“心の座標”を弁える

												自らの心の発達段階を知る		心の発達段階
360度評価		”心の座標”における
自らの位置を知る

												職場での「意見の違いは棚上げて、価値観に耳を傾ける」を率先する		内面の言語化
タイプの違いも
乗り越える		管理職者研修
「内面の言語化」
「認知スタイルを知る」

								①				「目安箱」ｱﾝｹｰﾄを介して特定された職場の不公正を解消する対策を立案・実行する		職場の不公正
目安箱		職場の不公正の解消

												同僚の成長を本気で願い、｢意見の違いを互いの成長に活かす｣を職場の習慣としましょう		方針と標準手順
をﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｶｰﾄﾞ
に記載ﾞ		成長を優先する
価値観と
具体的手順を
全職員で共有する

												対話を始めたい時には、プロジェクト・カードを掲げましょう		会話の
一旦停止サイン

												「意見の違いは棚上げて、価値観に耳を傾ける」を職場で実践しましょう		内面の言語化
タイプの違いも
乗り越える		院内研修
「内面の言語化」
「認知スタイルを知る」

												第三者に危機回避を依頼する		第3者による
危機回避		相談員に助けを求める

												第三者が介入して危機を回避する				ﾊﾗｽﾒﾝﾄ
予防・低減・回避

								①＆②				ﾊﾗｽﾒﾝﾄする当人を、ﾊﾗｽﾒﾝﾄのﾒｶﾆｽﾞﾑの理解へと導く		無意識による
”乗っ取り”
を自覚する		ﾊﾗｽﾒﾝﾄする人の成長
を支援する
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_1727244530.xls
自己評価編

		

				職場の心理的安全性
部局の管理職者全体を、管理職者が評価する ショクバシンリテキアンゼンセイブキョクカンリショクシャゼンタイヒョウカ

				相互評価 ソウゴ		部局の管理職者の
対話 ｽｷﾙ ブキョクカンリショクシャタイワ

				5		部局の全ての管理職者は
部下の意見の対立を許容し
互いの価値観に耳を傾けるよう
部下を促している ブキョクスベカンリショクシャブカイケンキョヨウタガブカウナガ

				4		部局の一部の管理職者は
部局員間の意見の対立を許容し
互いの価値観に耳を傾けるよう
部下を促している イチブブカ

				3		部局の全ての管理職者は
誰もが意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている

				2		部局の一部の管理職者は
意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている ブキョクイチブカンリショクシャ

				1		意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている
管理職者はいない カンリショクシャ





他己評価編

		

				職場の心理的安全性
部局の管理職者全体を、一般職員が評価する ショクバシンリテキアンゼンセイブキョクカンリショクシャゼンタイヒョウカ

				他己評価 タコヒョウカ		部局の管理職者の
対話 ｽｷﾙ ブキョクカンリショクシャタイワ

				5		部局の全ての管理職者は
部下の意見の対立を許容し
互いの価値観に耳を傾けるよう
部下を促している

				4		部局の一部の管理職者は
部局員間の意見の対立を許容し
互いの価値観に耳を傾けるよう
部下を促している イチブブカ

				3		部局の全ての管理職者は
誰もが意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている

				2		部局の一部の管理職者は
意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている ブキョクイチブカンリショクシャ

				1		意見の対立を受容れ
相手の価値観に耳を傾けている
管理職者はいない カンリショクシャ





対策一覧

		

				心理的安全性を確保する対策一覧_山下案_20220805 シンリテキアンゼンセイカクホタイサクイチランヤマシタアン																担当
分担案
コード タントウブンタンアン		執行部 シッコウブ

				理想の職員像 リソウショクインゾウ				心の発達
を促す
５要因 ココロハッタツウナガヨウイン		ID
プロセス名 メイ		具体的提言 グタイテキテイゲン		機能 キノウ		プロセスの目的 モクテキ						教育研修ｾﾝﾀｰ キョウイクケンシュウ

				基本的
価値観 キホンテキカチカン		資質
能力 シシツノウリョク																衛生委員会 エイセイイインカイ

				人間性の尊重

利他的な態度

自らを
高める姿勢 ニンゲンセイソンチョウ		ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力

生涯に
わたって
共に学ぶ ノウリョクショウガイトモマナ		⑤		A
大前提の共有 ダイゼンテイキョウユウ		「ﾃﾞﾐﾝｸﾞの経営哲学」を修得・実践 ケイエイテツガクシュウトクジッセン		優良な組織文化
の共有 ユウリョウソシキブンカキョウユウ		ｼｽﾃﾑと協力の概念
を修得し、
「利他的な態度」を
全職員の
基本的価値観とする キョウリョクガイネンシュウトクリタテキタイドゼンショクインキホンテキカチカン

												「顧客の期待に応えることを最優先する（＝ The needs of the customer come first）」を当院の 基本的価値観 とする

								②＆③		B
管理職者を
自己主導段階へ カンリショクシャジコシュドウダンカイ		ﾊﾗｽﾒﾝﾄの起きるﾒｶﾆｽﾞﾑを理解する オリカイ		背景情報
の共有 ハイケイジョウホウキョウユウ		職場でのﾊﾗｽﾒﾝﾄは
不可避と覚悟する ショクバフカヒカクゴ

												水平方向の心の多様性および垂直方向の心の発達段階に係る基本的知識を修得する シュウトク				水平方向と垂直方向の
“心の座標”を弁える

												自らの心の発達段階を知る ミズカココロハッタツダンカイシ		心の発達段階
360度評価 ココロハッタツダンカイドヒョウカ		”心の座標”における
自らの位置を知る ココロザヒョウミズカイチシ

												職場での「意見の違いは棚上げて、価値観に耳を傾ける」を率先する ソッセン		内面の言語化
タイプの違いも
乗り越える ナイメンゲンゴカ		管理職者研修
「内面の言語化」
「認知スタイルを知る」 カンリショクシャケンシュウ

								①		C
職場の不公正を
解消する ショクバフコウセイカイショウ		「目安箱」ｱﾝｹｰﾄを介して特定された職場の不公正を解消する対策を立案・実行する メヤスバコカイトクテイショクバフコウセイカイショウタイサクリツアンジッコウ		職場の不公正
目安箱 ショクバフコウセイメヤスバコ		職場の不公正の解消 ショクバフコウセイカイショウ

										D
職員による対話
＆
リフレクション ショクインタイワ		同僚の成長を本気で願い、｢意見の違いを互いの成長に活かす｣を職場の習慣としましょう		方針と標準手順
をﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｶｰﾄﾞ
に記載ﾞ ホウシンヒョウジュンテジュンキサイ		成長を優先する
価値観と
具体的手順を
全職員で共有する セイチョウユウセンカチカングタイテキテジュンゼンショクインキョウユウ

												対話を始めたい時には、プロジェクト・カードを掲げましょう タイワハジトキカカ		会話の
一旦停止サイン カイワイッタンテイシ

										E
死角に気付き
互いに学び合う シカクキヅタガマナア		「意見の違いは棚上げて、価値観に耳を傾ける」を職場で実践しましょう		内面の言語化
タイプの違いも
乗り越える ナイメンゲンゴカ		院内研修
「内面の言語化」
「認知スタイルを知る」 インナイケンシュウ

										F
ﾊﾗｽﾒﾝﾄを回避する カイヒ		第三者に危機回避を依頼する カイヒイライ		第3者による
危機回避 ダイシャキキカイヒ		相談員に助けを求める ソウダンインタスモト

												第三者が介入して危機を回避する ダイサンシャカイニュウキキカイヒ				ﾊﾗｽﾒﾝﾄ
予防・低減・回避 ヨボウテイゲンカイヒ

								①＆②		G
ﾊﾗｽﾒﾝﾄを解消する カイショウ		ﾊﾗｽﾒﾝﾄする当人を、ﾊﾗｽﾒﾝﾄのﾒｶﾆｽﾞﾑの理解へと導く リカイミチビ		無意識による
”乗っ取り”
を自覚する ムイシキノトジカク		ﾊﾗｽﾒﾝﾄする人の成長
を支援する ヒトセイチョウシエン
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_1727172551.doc
「自己主導段階」の皆さんに心掛けて欲しいこと_02

臨床検査科　山下慶三　　　　　　2022年10月13日



依頼：心の発達段階が「自己主導段階」でおいでの皆さん：（自分自身の理念）の言語化に留まらず、それらをより現実に近付ける努力を続けて下さい！

· 「心の発達段階の特徴づけること（資料１）」」を使い、御自分の「心の発達段階」がどのあたりか、探ってみてください

依頼の根拠：「自己主導段階」の皆さんは、（自分自身の理念）と“現実の複雑さ”との間の ｷﾞｬｯﾌﾟに気づき、ｷﾞｬｯﾌﾟは埋めるべきと気付いておいで

· （自分自身の理念）と“現実の複雑さ”との間の ｷﾞｬｯﾌﾟ を埋めるため、“教養を深めること、他者との対話”それに“仮説”の改善 を介して（自分自身の理念）を“現実の複雑さ”に見合うほどに体系的で豊かにする努力を続けてください（資料２）。そうすることで、より早く「相互発達段階」へと変わっていけます！

根拠を支持する情報： 

· 情報１

· 「自己主導段階」の人たちの割合は、成人の約3割です

· 情報2 

· 「自己主導段階」の皆さんは、（自分自身の理念）に沿う考えを主張しようとします

· 情報3

· というのも、「自己主導段階」の皆さんの主な関心は、（自分自身の理念）を他者のそれに加え、組織全体をより良い方向に向かわせることだからです（資料２）

· 情報4

· ところが、「自己主導段階」の皆さんは（自分自身の理念）と“現実の複雑さ”との間にはなお ｷﾞｬｯﾌﾟ があり、その ｷﾞｬｯﾌﾟ を埋めたいという“内なる衝動”にも気付いておいでです（資料２）。

関連する情報：

· 関連情報１

· なぜ人と組織は変われないのか


· ﾛﾊﾞｰﾄ・ｷｰｶﾞﾝ 著

· 関連情報２

· 成人発達理論による自己成長のﾌﾟﾛｾｽ：ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟに出会う瞬間

· 有冬典子著

資料１
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資料２

大和高田市立病院　教育研修センター書式
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_1727172476.doc
「利己的段階」の皆さんに気付いて欲しいこと_03 


臨床検査科　山下慶三　　　　　　2022年10月13日



依頼：心の発達段階が「利己的段階」でおいでの皆さん：御自分の主な関心が「自分自身の保身」だと悟り、“他者の気持ちや考え“にも関心を向けてください！


· 「心の発達段階の特徴づけること（資料１）」」を使い、御自分の「心の発達段階」がどのあたりか、探ってみてください

依頼の根拠：「利己的段階」の皆さんは、“他者の気持ちや考え“に関心を向けることが大切だとは気付いておいでです

· “他者の気持ちや考え“をしっかり捉えられるよう自分を仕付けることで、より早く「他者依存段階」へと変わっていけます！

根拠を支持する情報： 


· 情報１

· 「利己的段階」の人たちの割合は、成人の約1割です

· 情報2 

· 「利己的段階」の皆さんは、決然と「自分の主張を押し通」します


· 状況によっては、毅然として、頼もしく見えることさえあります

· 情報3

· というのも、「利己的段階」の皆さんの主な関心は、「自分自身の保身」で極めて単純明快だからです

· 情報4

· ところが「自分自身の保身」ゆえに、他者の欲求を退けたがります


· 「利己的段階」の皆さんにとって、他者とは“自分の欲求を満たす道具・手段”でしかありません

· 情報5

· なので、他者の立場に立って、考えたり感じたりする十分な能力（役割取得能力、と言います）は巧く育ちにくいのです

関連する情報：

· 関連情報１

· なぜ人と組織は変われないのか（ﾛﾊﾞｰﾄ・ｷｰｶﾞﾝ 著）

· 関連情報２

· 成人発達理論による自己成長のﾌﾟﾛｾｽ：ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟに出会う瞬間（有冬典子著）

· 関連情報３

· 結局、自分のことしか考えない人たち：自己愛人間への対応術


· ｻﾝﾃﾞｨ・ﾎﾁｷｽ 著

資料１
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大和高田市立病院　教育研修センター書式
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